
▶10/28（日） 　第1回 「自分のカラダを知っていつまでも若々しく」 

13:00　●お話と実技（武井先生）
　         更年期と女性のカラダ：運動器を知っていますか？　

 
（マットを使い、床に寝てのエクササイズ）

14:45　●グループワーク 　　　　　数人ずつのグループ分けをして意見や感想を

　　　　　まとめて発表      　
16:30　終了 

▶11/4（日） 　第2回 「転ばない カラダづくり」
12:30　●お話と実技（武井先生）　
　　　　転ばないコツを学ぶ：とっさの一歩は、すばやく、大きく、

 
しなやかに（立ってのエクササイズ）

13:45　●レク式体力チェック
14:45　●スマートスポーツ体験会   
　         　班ごとに参加　感想発表
16:30　終了

▶11/11（日） 　第3回 「くらしの中で気軽に運動・スポーツを」

12:30　●お話と実技(武井先生)
 

小さい筋力でも、連携させてパワーアップし、快適に

 
動く方法を学ぶ（椅子を使ってのエクササイズ） 

14:45　●グループワーク15:45　●参加者の皆様と運営スタッフ全員で

　　　　　武井先生を囲んでの茶話会を予定しています

16:30　終了◎参加者の皆さんには毎回簡単なアンケートにご協力いただきます

※プログラムは天候や諸事情で変更する場合がございます

講師プロフィール武井正子先生順天堂大学スポーツ健康科学部教授、
同大学院教授を併任。専門分野は運動
教育学。 幼児から高齢者まで幅広く健
康づくりの運動について研究・実践活
動を続けている。また、全国各地に出向

き、老人クラブの健康づくりリーダーと
もに転倒予防や介護予防の運動プロ
グラムを紹介・指導をしている。
日本フェルデンクライス協会会長。

【ご参加の際に】◎武井先生のお話は、軽い運動と共に楽しく進行しますので、運動をし

　やすい服装＆シューズと水分補給品を忘れずにお持ちください。

お申込書
「女性のための、ニューエルダーエクササイズ講座」に参加を申し込みます。

◎お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎年齢【40代以下、50代、60代、それ以外 】＊左記いずれかに〇 

◎生年月日　西暦　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　日◎ご住所

◎緊急連絡先・携帯番号

◎何か一言メッセージをどうぞ

プログラム

お申込みFAX送付先➡0765-22-7463
うおづスポラ・魚津市女性スポーツの会事務局

〈事前のお申し込みが必要です。下記締め切りまでにFAXでお申し込みください〉

 ★お申し込み締切:10月18日（木）必着 

 ★先着30名様に「受講票ハガキ」を発送して当選者発表に代えさせて頂きます。

（ふりがな）

女性も60歳を過ぎると体質変化によるメタボが気になる方は多いのでは？

豊かな心と体を持つシニアライフを送るために、今が「気づき」の最高のチャンスです！
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お話と指導は
武井正子先生
NHK Eテレ「公開すこやか長寿」「中高年

の心とからだをほぐす　フェルデンクライス

健康法」などテレビ出演も多くその親しみや

すい指導で大変人気の先生です!!

◆参加のお申し込みは、お早目に下記へどうぞ

　　　　　うおづスポラ・魚津市女性スポーツの会事務局

　　　　　お問い合わせ（担当：岡﨑明子／高田與志美）

　　　　　TEL.0765-22-1263 / FAX.0765-22-7463

　　　　　※裏面に申込書があります。

◎実施主体

主催：公益財団法人日本レクリエーション協会

共催：NPO法人富山県レクリエーション協会　　

　　　公益財団法人魚津市体育協会施設拠点型

　　　クラブ「うおづスポラ」

主管：魚津市女性スポーツの会

後援：魚津市教育委員会

　　　公益財団法人富山県体育協会

◆場所：魚津市『魚津市総合体育館』　

            富山県魚津市本江3311

◆実施日程： ❶10月28日（日） 13:00～16:30

 ❷11月04日（日） 12:30～16:30

 ❸11月11日（日） 12:30～16:30

受講料無料です!

参加者
大募集

予定数30名限定

本事業は、文部科学省委託「高齢者の体力つくり支援事業」のひとつとして実施するものです。

受講料は無料です。

・レク保険料実費100円はいただきます。

・参加記念品として「メタボメジャー」を

　差し上げます。

★簡単にBMI値がわかる機能付き

  （商品は変更する場合があります）
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2012年10/28（日）・11/4（日）・11/11（日）の全３
回
会場：魚津市総合体育館（富山県魚津市本江3311）

　更年期前後で体質変化が起こりがちな50〜60代の
女性、30〜40人。シニアになっても若々しく元気で
いたいと思う女性。

　チラシをメインの広報媒体とし、マスメディアなど
にも送って告知依頼を行った。
◦�チラシ2,000枚完成（9/20）、A3ポスター50枚完
成（10/15）
◦�魚津市広報誌、魚津市スポーツ施設event�guideに
告知掲載（9/25）�
◦�ナイスTV（9/26収録、10/1から放送）
◦�ラジオミュー（10/3告知放送）
◦�市内公共施設でチラシ計2,000枚配布（9/29一斉
配布：総合体育館600枚、ありそドーム400枚、
桃山運動公園200枚、魚津市教育委員会200枚、
健康センター 100枚、公民館300枚、まなびの森
交流館100枚、女性スポーツの会100枚）

当日参加者：第１回21人、第２回18人、第３回22人
　　計のべ　61人（うち事前申込者32人）

経費総額　約￥350,000
〈別途〉講師交通費・宿泊費は実費

広報事業

必要経費

参加者数

対　　象

目的・概要

実施日程・場所

女性のためのニューエルダー
エクササイズ講座

　ニューエルダー女性は地域や家族の要であり、かつ人を元気にさせるいわばエンジンである。女性たち自身の
健康を維持することは地域や家族にとってもとても重要である。また、この年代での運動・スポーツの習慣化の
有無が、後期高齢期の健康状況を大きく左右する。そこで特に女性を対象とした講座を実施した。
　全３回のシリーズで、実際にからだを動かしながら、運動・スポーツの必要性とからだの仕組み、運動の方法、
誰もが楽しめるスポーツの魅力を学んだ。

〜若 し々く元気な女性が地域や家族をもっと元気に〜

トラ
イアル事業報告

2

【会場費】　5.1％

【講師謝礼】
　58.7％

【告知費】
 26.8％

【文房具他の雑費】
　　　9.4％

第1回 50代以下 60代 70代 80代以上 計
男性 4 5 12 0 21
女性 0 0 0 0 0
計 4 5 12 0 21
第2回 50代以下 60代 70代 80代以上 計
男性 3 11 4 0 18
女性 0 0 0 0 0
計 3 11 4 0 18
第3回 50代以下 60代 70代 80代以上 計
男性 3 15 4 0 22
女性 0 0 0 0 0
計 3 15 4 0 22
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〈主催〉　�公益財団法人日本レクリエーション協会
〈共催〉　�NPO法人富山県レクリエーション協会、「う

おづスポラ」（公益財団法人魚津市体育協会施
設拠点型クラブ）

〈主管〉　魚津市女性スポーツの会
〈後援〉　�魚津市教育委員会、公益財団法人富山県体育

協会

◦�女性を対象とした事業なので運営・参加者開拓を含
めて「地域の女性団体の力を活かすこと」を前提に
考えた。
◦�女性の生理に関わるデリケートなテーマも含まれる
ので、講師や運営サイドに男性色があまり出ないよ
うにした。
◦�からだを動かす楽しみを感じていただくために、ス
マートスポーツの体験プログラムを組み込んだ。
◦�からだを動かすことは本人の継続意志が重要なの
で、そのために個人でもできる体力測定法「レク式

運営体制

運営で工夫した点

　基本プログラムや広報ツール、講師・スタッフ謝礼
は主催側で準備した。運営方法はそれを地域で実際に
執り行う主管団体と話し合い、決定した。主管団体は
事前広報活動・参加者募集・スタッフ集め・会場手配・
当日運営までを行った。
〈スタッフ数〉
　１回目　� 8人
　２回目　12人
　３回目　� 8人

体力チェック」を行い、運動の成果が家でもわかる
方法を組み込んだ。
◦�講座を一方的に受講するだけではなく、行動変容に
つなげるためのグループワーク・プログラムを組み
込んだ。具体的には「参加者から生まれた声を活か
した次のアクションイメージ」を拾いあげ、第３回
（最終回）のグループワークテーマは「運動を続ける
ためにはどうしたらいいのか。地域や次の世代へ」
とした。

◦�順天堂大学名誉教授　武
井正子氏による３回連続
実技講座

◦�新潟県レクリエーション
協会�渡辺耕司氏による
「レク式体力チェック」
◦�スマートスポーツ体験会

「女性のための、ニューエルダーエクササイズ講座」セミナー事業

●広報依頼
・�魚津市広報誌、魚津市スポー
ツ施設event�guideに告知
掲載
・�ナイスTV、ラジオミューで
告知放送
・�市内公共施設にチラシ設置
（総合体育館、ありそドーム、
桃山運動公園、健康センター、
公民館、まなびの森交流館）
・�女性団体（女性スポーツの会）��
〈計チラシ2,000枚、A3ポスタ
ー 50枚配布〉

実施体制 女性も60歳を迎えると体質変化によるメタボが気にな
る方も多いのでは？ 豊かな心とからだのシニアライフを送る
ために、ニューエルダーの今が気づきのチャンスです!

各回でグループワークに
より「次のアクションイメージ」

の掘り起し

展開プログラム

PR

主管・『魚津市女性スポーツの会』

参加申し込み

協力

後援
・�魚津市教育委員会
・�公益財団法人富山県
体育協会

主催・�公益財団法人日本レクリエーション協会
共催・�NPO法人富山県レクリエーション協会
　　・�公益財団法人魚津市体育協会施設拠点型

クラブ「うおづスポラ」
・�うおづ女性の会
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　原則として、同じ参加者が３回連続受講して理解
を深めることを前提としたプログラムを組んだ。１
回ごとの基本形はセミナー（90分）とグループワー
ク（90分）の２部構成。
　第１部のセミナーは講義＋実技のセットで、まず
会議室で各回のテーマに沿って理論的な裏付けや事
例について聴講。そのあと体育館へ移動して講義に
基づいた指導内容で実際にからだを動かし、実感を
持って学んでいただくセミナーになった。

実施内容

　第２部のグループワークは、第１部の内容の理解
を深めるために４〜５人のグループに分けてグルー
プ内のメンバー間でその感想や意見を出し合った。
さらに「まとめペーパー」と呼ばれる用紙にグルー
プとして確認し合った内容をまとめ、グループリー
ダーが全員に向けてプレゼンテーションをするとい
う形をとった。受講生が話し合う形にしたことで、
最初は見ず知らずだった参加者同士の仲間意識を醸
成することになった。

第1回 10/28（日）　『自分の体を知っていつまでも若く』
12：45 会議室（司会　魚津女性スポーツの会 : 岡﨑明子氏）

◦運営者あいさつ
13：00～14：30 １部　お話と実技　武井正子氏（90分）

　　　　「更年期と女性のカラダ、運動器を知っていますか？」
＊途中から体育館へ移動
＊マットを使って寝てのエクササイズ

14：30～14：40 （休憩）
14：45～16：30

15：00～15：45

15：30～15：45
15：45～16：15

２部  会議室　グループワーク（6～7人×5グループ）
　　　野呂美智也氏（90分）
◦グループ分け（名札）
　グループディスカッション（45分）
　　　　「自分の生活習慣を見直してみて気づいたこと」
　まとめペーパー記入（15分）
グループごとに発表（約5分×5グループ＝約30分）

16：15～16：30 次回予告、連絡事項
16：30 参加者退出

第2回 11/4（日）　実技Day
12：30～13：30 １部　会議室　お話と実技　武井正子氏（60分）

　　　　「転ばないコツを学ぶ。とっさの一歩は素早く大きく」
＊途中から体育館へ移動　＊立ってのエクササイズ

13：30～13：45 （休憩）

13：45～14：30
14：45～16：15

２部　『もっと体を動かそう』
レク式体力チェック（45分）
スマートスポーツ体験会（90分）
・クッブ、スラックライン、太極拳、トランポビクス、スカットボール

16：15～16：30 会議室�「今日の感想」まとめペーパー記入
・発表　（15分）

17：00 参加者退出

第3回 11/11（日）　『暮らしの中で気軽に運動・スポーツを』
12：30～14：00 １部 �会議室���お話と実技　武井正子氏（90分）

　　　　「運動・スポーツをして生活を豊かに。地域の活動に参加する」
＊途中から体育館へ移動
＊椅子をつかってのエクササイズ

14：00～14：15 （休憩）
14：15～15：45

14：15～14：45
14：45～15：00
15：00～15：15
15：15～15：45

２部�会議室　グループワーク　野呂美智也氏（90分）
　　　　「続けるためにはどうしたらいいのか、地域や次の世代へ」
グループディスカッション（30分）
まとめペーパー記入（15分）
ポスターづくり（15分）
発表プレゼンテーション（30分）

15：45～16：45 茶話会・連絡事項・最後のご挨拶（60分）
16：45～17：00 参加者アンケート記入
17：00 参加者退出

87

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
◦
報
告

3



女性のためのニューエルダー・エクササイズ講座  

                             順天堂大学名誉教授 

                       日本フェルデンクライス協会会長 

                               武 井 正 子 

第 1 回 自分のカラダを知って、いつまでも若々しく 

1、超高齢社会と健康づくり   

・高齢者数 3.074万人、（昨年より 102万人増） 高齢化率 24.1％ 

  ニューエルダーの誕生：新しい価値観やライフスタイルを持つ戦後生まれの高齢者 

65～69歳の就業率 男 46.2％、女 26.9％（総務省推計 2012・9・15） 

 100歳以上 51.376人（昨年より 3.620人増）（厚生労働省 2012・9・14） 

   女 44.842人（87.3％）、 男 6.534人（12.7％） 

 今年 100歳になる人 女 22.082人（85.5％）  男 3.731人（14.5％）  

・平均寿命（2011年）男 79.44歳 女 85.9歳 （前年より男 0.11年、女 0.4年低下） 

  後期高齢者＞前期高齢者（2017年） 後期高齢者が 62％になる（2030年） 

 

＊平成 24年版高齢社会白書（平成 23年 10月 1日） 

  総人口 12.780万人  高齢化率 23.3％ 

高齢者人口 2.975万人 (男 1.268万人、女 1.707万人)  性比 74.3：100 

前期高齢者 1.504万人（男 708万人、女 795万人）  性比 89.2：100 

後期高齢者 1.471万人（男 559万人、女 912万人）  性比 61.3：100 

      平成 22年 有配偶の割合  (総務省 国勢調査)    

年齢 女 男 

65～69歳 66.3％ 82.4％ 

70～74歳 65.0％ 83.8％ 

75～79歳 46.3％ 81.7％ 

80～84歳 32.6％ 73.0％ 

85歳以上  9.3％ 70.8％ 

          参考：45～49歳 71.2％、74.1％、35～39歳 66.7％、53.0％  

 

戦後のベビーブーム いわゆる団塊の世代が 65 歳になり、今後、急激に高齢者が

増える  

 後期高齢者が増え、加齢に伴い女性が多くなる。医療費や介護費用が増大 

高齢者も積極的に社会参加し活躍できる環境づくりが重要  

自立できる体力の維持、健康づくりが一人ひとりの課題  

 

　講義内容を受動的に聞くだけではなく、グループ
ディスカッションで仲間と確認し合うことで要旨を
自分に取り込むことができる。
　さらにそれをプレゼンテーションするという課題
を与えることで、伝えるべき要旨がより明確になる。
結果として毎回の講座内容の理解を深めた。

　今回の参加者はエクササイズに関しては多くの人
が初心者であったが、武井正子順天堂大学名誉教授
の指導でエクササイズのステップを実行していくこ
とにより、その効果を実感した参加者たちから驚き
と感嘆の声があがった。
　また、武井氏のお話の中で「カラダの教養」とい

うキーワードがあった。筋肉・骨格の構造、脳を含
めた全身が連携しているからだのメカニズムを知
り、それを意識しながらからだの部位を動かすこと
で、より効果的なエクササイズができるとのお話で
参加者は深くうなずいていた。

実施内容

たけい・まさこ◎順天堂大学名誉教授。
専門分野は運動教育学。幼児から高齢者
まで幅広く健康づくりの運動について研
究・実践活動を続けている。また、全国
各地に出向き、老人クラブの健康づくり
リーダーとともに転倒予防や介護予防の
運動プログラムを紹介・指導している。
日本フェルデンクライス協会会長。

講師プロフィール　武井正子

◦グループワークとまとめペーパーの効用
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アンケート評価分析・参加者評価、運営者評価

52.2% 8.7% 8.7% 26.1%

75.0% 20.8%

66.7% 22.2% 11.1%

参加者
アンケートの
分析のまとめ

１　�参加者の95.8％が「非常に満足（75.0％）」「満足（20.8％）」と回答しており、満足度は非
常に高い。

２　�参加者の95.4％が本講座を受けて「元気になる」（「非常にそう思う（63.6％）」「思う（31.8
％）」）と答えている。

３　�再参加の希望も87.5％（「非常にそう思う（62.5％）」「思う（25.0％）」）が持っているが、運
動未実施だけを見ると66.6％と20ポイント近く下がっており、運動未実施群の意欲を高
める工夫がさらにもとめられている。

　イベントに対する総合満足度は、「非常に満足（75.0
％）」と「満足（20.8％）」を合わせ、参加者の95.8％
が満足と回答した。また、運動未実施群は「非常に満

足（66.7％）」「満足（22.2％）」の計は88.9％で、全
体よりも相対的な割合は低くなるが、９割近くが満足
していることがわかる。

　参加者の運動習慣は、運動習慣のある「維持期（52.2
％）」と「実行期（8.7％）」を合わせた〈運動実施群〉
は60.9％、運動習慣のない「準備期（8.7％）」「関心

期（26.1％）」「無関心期（4.3％）」を合わせた〈運動
未実施群〉は、39.1％であった。運動未実施群が本講
座に参加してくれるような働きかけが必要である。

行動変容ステージ

総合満足度

全体（n＝24）

運動未実施（n＝9）

■維持期　　■実行期　　■準備期　　■関心期　　■無関心期

■非常に満足　　■満足　　■どちらとも言えない　　■不満　　■非常に不満　

4.3%

4.2%

0％

0％

20％

20％

40％

40％

60％

60％

80％

80％

100％

100％

（n＝23）
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アンケート評価分析・参加者評価、運営者評価

62.5% 25.0% 12.5%

63.6% 31.8%

44.4% 22.2% 33.3%

59.1% 31.8% 9.1%

63.6% 22.7% 9.1%

54.5% 27.3% 18.2%

54.5% 22.7% 18.2%

40.9% 31.8% 13.6%

本講座に対する評価

重要度・満足度評価

再参加希望

全体（n＝24）

元気になる（n＝22）

運動未実施（n＝8）

楽しさを感じる（n＝22）

やりがいを感じる（n＝22）

仲間ができる（n＝22）

■非常に思う　　■思う　　■どちらとも言えない　　■思わない　　■まったく思わない　

■非常にそう思う　　■思う　　■どちらでもない　　■思わない　　■まったく思わない　

4.5%

4.5%

4.5%

9.1% 4.5%

0％

0％

20％

20％

40％

40％

60％

60％

80％

80％

100％

100％

なっているが、過半数を超える人が再参加を希望して
いることから、今後、この事業を継続した場合、参加
者は増加することが推測できる。

の人は「非常にそう思う（40.9％）」「そう思う（31.8
％）」と答えている。他のトライアル事業と比べると
高い割合となっており、グループワークの効果を認め
ることができるが、今後は参加者相互の関わりを増や
すようなプログラムの増強を検討してもよいだろう。

　「もう一度参加したいか」との質問には、全体で「非
常に思う」「思う」の合計が87.5％、運動未実施者で
66.6％となった。運動未実施群が20ポイント強低く

　本講座に対する評価について６項目をたずね、「非常
にそう思う」「そう思う」と回答した割合の合計が高い
順に項目を並べた。「元気になる」「楽しさを感じる」「生
活に役立つ知識を得た」が上位３項目に入った。相対的
に低い評価だったのは「仲間ができる」であり、72.7％

　本講座の各内容について、参加者にとっての重要度と満
足度を５段階でたずね平均値を算出した。４項目とも平均
値は４以上となり、いずれの内容も重要であり、かつ満足
していることがわかる。特に４項目の中で重要度・満足度
ともに高かったのは、レク式体力チェックとなった。

社会的に価値のある�　　　
イベントだと思う（n＝22）

生活に役立つ�　　　
知識を得た（n＝22）

評価項目 重要度（平均値） 満足度（平均値）
講義内容 4.72 4.68

レク式体力チェック 4.75 4.73
スマートスポーツ体験会 4.60 4.73

グループワーク 4.28 4.44
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　３回の講座を通して参加者の反響は大きく、すべ
ての回で高評価を得た。「体験したことによりそれ
を継続したいという意欲が湧いた」。そして、学び
とった内容を「誰かに伝えてその人たちにも役に立

ててもらいたい」という思いなど、参加者のスポー
ツに対する自発性が高まっていると言えるのではな
いだろうか。以下、アンケートより抜粋。

◦�スポーツの楽しさを再確認
・�初めてのスマートスポーツが面白く、よく声を出した。短時間だったが爽快で感動した。
・�レク式体力チェックは簡単でゲームのように楽しかった。結果をよくしようとすることで次への意欲が湧く。
・�人と比較するのではなく、仲間意識が強くなった。１人ではなく、みんなと楽しみながら体力をつけるこ
とが大事だと思う。
◦�運動のハードルが下がった
・��構えなくても運動は簡単にできるのだとわかった。
・��小さな力でも十分な運動ができる。
・�普段、深呼吸が少ないことに気付いた。冬の寒さでからだが縮こまりやすいが、１日に１回でも深呼吸す

◦広報の問題
・�募集要項など市広報と一緒に全戸配布できたらよ
かった。
・�ポスターはチラシと同じぐらいの枚数があればよ
かった。
◦プログラムの問題
・�特に50～ 60代の初心者という前提を考えると、
もっとゆったり落ち着いて心とからだを鍛え動か
す環境が必要ではないか。
・�１回目に体力チェックをして自分の体力を知って
もらい、２回目以降に色々体験してもらうなど。

◦参加者集めの問題
・�市の文化祭やスポーツイベントと重なる10月の
時期、さらに１週間の中でも主婦が外に出にくい
日曜日の３回連続ということで、時期を変えたほ
うがもっとよかった。
・�女性は友人と一緒の行動が多いので、できるだけ
友だちと一緒に参加しやすい日程を組むことが大
切。１人で参加する勇気がない人もいただろう。
・�各地区から割り当て、参加者を発掘してもよいと
思う。

ることを心がけたい。
◦�学んだ内容を今後に生かす
・�若いころからの運動が大事だとよくわかっ
た。保育士なので職場の仲間や子どもに接
する機会の多い人にも教えてあげたい。
・�寝ている状態から今までは腹筋だけで起き
あがっていたが、力をかけずに起きあがる
やり方を知った。これから介護される側に
なる時にも役立てたい。
・�今日の運動のことを友だちにも教えて、心
身ともに元気な人生を送りたいと思います。
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やりがいのある事業となり、参加者との一体感が生
まれ、その高揚感を含めて「運動の楽しさ」がスタ
ッフ全員に伝わるのかもしれない。

〈課題〉
★�運営者から「外部による企画で事業をやってみて勉
強になった」という声もあったが、慣れないことも
あったようだ。普段は自分たちが企画した事業を運
営し、利用者にも顔見知りが多く自由に進めていく
ことに慣れていたようだが、外部との連携事業とな
ると権限領域のあいまいな部分が生まれ、各団体の
役割分担が不明瞭になりがちである。最初から役割
のすみ分けを明確にして、その中で各団体の力をも
っと自由に発揮してもらうのがよいのではないか。

〈成果〉
★�今回の参加者が心を動かした大きな理由のひとつは、
武井先生の講義にあった「小さな力で無理なく運動
ができる」という部分だと思われる。多くの人は「ス
ポーツは構えて参加するもの」と思っていたようだ
が、「構えなくても運動は簡単にできるのだ」とい
うことがわかり、スポーツに取り組むときのハード
ルを低くすることができたのだ。
★�スタッフからの声で印象的だったのは「参加者が盛
り上がり、全員が笑顔になった最高のイベントだっ
たので、もっと多くの方に参加して欲しかった」「昨
日まで見知らぬ人同士だった参加者たちが今は仲間
になっている。これが一番うれしかった」など。参
加者が満足してくれれば、スタッフも運営側として

グループ④�高齢者いきいきサロンで体操プログラムを
実践する。タイトルは「ゆったりすこやかに」

グループ⑤�50〜60代向けの楽ちん体操会の実施。タ
イトルは「あなたもOK!!� 私もOK!!�楽ち
ん体操」

　全３回を経て参加者は受講経験を活かし、それを「人
に伝える」、自分も続けるために「誰かと一緒にやる」
という２つの「自発性の芽」が生まれている。
　第３回のグループワークでは、それを具体的なアク
ションイメージとする以下のようなポスターをつくった。
グループ①�地域のスポーツ催事を行う。タイトルは

「Let’s�go�スポーツ」
グループ②�地域のスポーツ催事を行う。タイトルは「め

ざせ体力美人」
グループ③�身近な人（家族や友人）をスポーツに引き込

む運動をする

　参加者の「自発性の芽」は、そのままそれぞれの地
域のスポーツ事業として成立するテーマだと考えられ
る。参加者が継続して活動する機会を提供するなど、
こうした「芽」を大事に育て、さらに成長させていく
ことがもとめられている。そのことが、地域団体の会
員増や活性化にもつながるものと考えられる。

事業継続に向けて

成果と課題
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